
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

法人名
株式会社シェルパ

代表者
石川 洋一

法人・

事業所

の特徴

お客様の「自分らしさ」の提供を中心とした支援を実施しております。

「どのようにすれば自宅で生活ができるか？」などの不安を「医療連携」

「生活リハビリ」「包括支援システム」などの支援を行いながら、本人が本人らしく

生活できる様サポートしております。
事業所名

ぼやあ樹神大寺
管理者 矢吹 祐太

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

人 5 人 3 人 人 人 1 人 人 3 人 人 12 人

項 目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取組み・結

果
意見 今回の改善計画

Ａ．事業所自己評価の

確認

職員内での情報共有、ご利用者、

ご家族との情報共有をより親密

に行う。

職員内にて情報共有をすること

ができた。しかし中には申送りノ

ートを確認していない職員もい

た。

具体的且つ、達成可能な計画が示

されており、スタッフ全員が計画

を共有して取り組むことを望み

ます

達成可能な計画を立てられたは

ずなので、100％とはいかないま

でも、実現出来ると思います

家族や利用者様より頂いた意見

を基により良いサービスを提供

できるよう話し合い、実行する。

Ｂ．事業所の

しつらえ・環境

安心してサービスをご利用し

て頂けるよう掃除や消毒作業を

行い清潔な環境を整える。

毎日定時の掃除や消毒を行い。清

潔な環境を整えることが出来た。

事業所を訪れる事が少なく、出来

ていたかは不明。

感染症の報告が少なかった事を

鑑みると出来ているのではない

か？

引続き感染症が拡大することが

ないように事業所内を掃除し、清

潔な環境にする。

Ｃ．事業所と地域の

かかわり

コロナ渦でも出来る関わり方を

模索する。引き続きホームページ

を通して事業所の活動を発信す

る。

毎月ホームページにて情報を発

信することが出来た。

気軽に相談する事が出来ている。

柔軟にサービスについて対応し

て下さって助かっている。

地域の行事やイベントに参加出

来ているかは不明。

ホームページの更新を毎月 1回は

必ず行い、家族だけでなく地域の

方にも活動内容を公開し、知って

いただく。



Ｄ．地域に出向いて

本人の暮らしを

支える取組み

新型コロナウィルスの影響や動

向を見ながら少しずつ地域参加

に向けた活動を検討する。

新型コロナウイルスの影響もあ

り、イベントが少なく、地域参加

することが出来なかった。

感染症の関係で達成するのは難

しいと思う。

訪問サービスや買い物など助か

っています。

利用者様と地域の関係を希薄に

しないように、外出レクやケアプ

ラザのイベントへの参加を検討

する。

Ｅ．運営推進会議を

活かした取組み

書面開催が継続している中でも

円滑な情報共有や意見交換がで

きる様書面の内容や言葉の表現

を意識する。

自由意見を取り入れるために別

紙を必ず添付した。

しかし、意見を頂ける家族は少な

かったため、今後はさらに意見を

頂けるように工夫が必要。

今は感染症の関係で面と向かっ

てする事が難しいが、ゆくゆくは

出来たらいい。

書面開催ではあったが、事業所の

活動はホームページや文章を通

じて理解できた。

頂いた意見を真摯に受取り、事業

所の運営をより良いものにする.

Ｆ．事業所の

防災・災害対策

コロナウィルスによる社会情勢

を鑑みながら地域の防災訓練に

参加する.。

新型コロナウイルスの影響もあ

り、参加することが出来なかっ

た。

防災計画を見たことが分からな

いし、防災訓練に参加したことが

ないから分からない

感染症の影響で計画の達成は難

しいように感じる。

防災訓練を行う際はお声がけく

ださい。参加致します。

防災マップを配布しますので、ど

こに避難するのか確認してくだ

さい。

感染症による社会情勢を鑑みつ

つ、防災訓練を事業所にて開催で

きた際は家族や、民生委員、地域

の方に参加して頂けるようにす

る。


